
海 苔ーの 生 i医

中 ・ 村 議 輝

前競tc須藤俊鑑博士が「アサクサノ Fの養殖を安定させるために」という

譜詣深い論文を寄せられ，その中でアサクサノ )}CD生活史に就ても踊れられ

たいるが，とどeは，イギリスのマンチz スター大事隠花植物事敬室のド P

品 目 (KATHLEENM.DREW)女史がネーチュアー (Nature)誌上に護表され

たチダマクロノ 9 Parphyra削 Ibilicalis(L.) KUTZING D生活史に闘する論文

を紹介穿々「海苔の生涯jを簡単'に解説するととにする。

9月から 10月.にかけて， いわゆる J)}場に竹のヒピや網をしかけると，

Eとからとも左く多敢のノ Pの胞子が集まってきて，そとに胞子がつき 1

箇月もずるとノ Pの幼体がはっきり肉眼でもみえるように怠る。そご巳と

れを顕微鏡でみると第1岡 12に示すように 1mmtz:も建したいノ 9の幼体の

先端がく守れて，身体の各細胞がそれぞれ球般の胞子(車胞子)と怠って水中

に得ぴでるのが見られる。

との車胞子は母体からでた直後は裸の原形質の塊で・，アメ戸バAAの運動は

するが，自ら水中を泳ぐガはなく，附近のヒピや網に着いて，やがて球紋と

1:1: ~.，薄い膜で包まれる。とのとき直純は 15-17μ ばかりで，色は淡く，母

体の柴養細胞の色と大差がゑい。皐胞子はi主ちに細胞分裂を始めて再び母体

と同じノ Pの幼体をつくり， とれがそのまま親のノリの身体に成長するもの

もあるが，多くは上に越べたと同様に，再び単胞子をだしてノ Pの幼体を:.:r.

激自己殖やしていく。或期間とのような繁殖法を繰り越して， 11月から翌年3

月頃までの聞に，成長したノ.9qj身体とたったものが，われわれの食階-を賑

わずいわゆる識草海苔でるる.

アサクサノ習の葉体を注意してみると，葉休りふちの方に色が淡くて黄白

色をした部分(雄，精子器斑)と色が濃くて紅色をした部分(雌，襲果斑)とが

雑って，カス P献になっている(雌雄同株)。しかし， ノリの種類によっては

フイ Pグサのように雄と雌とが，同一葉体の民中から縦に左右半々に分れで

できるもの，また，ウッフりレイノリのように雄雌が別々の薬体にできるもの

(峰雄異株)がある。
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第 1園 アサクサノリの生活環， (1-13) 

1はアサクサノリの成体(xi);2-3は精子誕の分
裂過程を示す。 4は精子 (4個)0oは遜果器。 6は呆目息
子。 2-6は石川光春氏主り模索Z，何れも X10000 '1は
呆胞子から後背した糸状体の一部。 8は左が糸欣休か
らでた直後の胞子，;ffがま事朕となったもの。 9-12は
糸欣体からでた胞子のR育過程を示す。 12は皐胞子を
出したノりの幼体。 13は単胞子。 7-13は黒木宗樹氏
より， 7， 9....13は X240，8はX390。
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ι寵芽して糸扶体主2主うて夏を過す (DA"NGEARD氏)という， 8つの考えが

あって，それぞれの立場の論蜘噴酬に積み重ねられて現在に至うた。と

とろが，イギリスめドリ品ー女捜部i949年I'C，冬に成長したノりの身体にで

きる果施子が海底的貝殻の中で， ノFと杢〈形の謹った一見，カピのよう左

来赦祢主最ゐつ~ltを過すという事震を報背L，ゲンヂヤード氏の考えを賞験
的fc龍朔L'1:から， j 1)の生前史の研究D上底，急:に新しい視野が拓けてき

た。

、ドリヰー女要!tj:消毒した貝殻の破片にチシマクロノ1}の果胞子をまきつけ

とれを賞験量セ培養した所，僅かの果胞子は多少大きさを増したままで蛮芽

しをいでいるが，大都分のものは第2聞に示すよう法枝分れをした糸AA体に

成長し，己のものは貝殻の屠の聞に侵入して貝殻一面にはびとり，やがて糸

AA体の小枝かち球形の胞子

出づくられるととを観察し

た。毛して j1} qj果砲千か

ちできたとり糸JIJ~休はQ!é IC
18磁年にバッタース氏(BA・

TTEltS)が梅底の貝殻の中

かち得た同様抵抗物I'C劃し

てコシコセーリス，ロゼア

!日¥
(Clifir1iol:elis rasl'a. BAT'I・ERS) 篇2薗 チシマクロノすの巣胞子 lS)が設芽し

という名前を輿えていたも でできた糸状体 X60DREW氏より

のと，全〈同ーのものでるるととを確かめた。ドリーιー女史は，糸献体にで

きた胞子が護芽しで，ミI}，&もとの糸献体になるか，或はノ1}の葉休になるか

は踏めてい左いが，とれ噌;の追求と共に;以!I'C車111胞撃的な研究をも続けている

尚であるから，その結:w'i.I;制作される。

しかし訟がら，阪に前蹴で~J't藤博士が紹介されたように，わが困でも昨年

聾釜の水産研究所の黒木宗尚氏がアサクサノリにできた呆胞子をカキ殻に培

養しその中で護育した糸AA体が哀を越して，秋に胞子をつくり， との胞子が

護芽して普'過にみられるノリの幼芽になるととを観察し，更に臨釜等のノリ

場の海底の貝殻からもl司械な糸献体を見出した(第 11柑i)。同じ年に糸献体に

できた胞子の護芽については十分な観察は行っていないが，同様な事賞者こ，

京大水産純物教室の新崎博士，東海凶水産研究所の創雌tJ/j:土，千葉牒水産試
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験場の岡村技師に主・0ても，東京鵠各地等で観察され，ととに!. ，.. ~7手戸女

史の報告が，わが園のアサクサ!1)でも・質寵された静でるる。

以上に述べたノ Fの生涯を闘に示したのが第1闘である。春に1j:って成長

したアサクサノ Pには，ふちの方が色鑓TLて，各1個の柴養細胞から精子

器と港某器ができる(第1闘1-5)。精子器の中には 64個の球般の精子がで

き，精子は水の力でま邑果器にたC!:Tっく。 遺呆器の突起に着いた精子(第1

圃5)の内容は卵犠とーしようにたる。受精後の譜果器の内容は分裂して8個

の呆胞子と1j:T.母体とはたれた果胞子はやがて糸蹴体とたって(第1圃7.

第2闘)梅底の貝殻等の中で哀の聞を過L.秋に1j:るl;.糸蹴体に胞子(第

1圃8)ができ，とれが水面近くに浮びあがってきて，ヒピや網に水の力でた

Eりつく。すると聞もたくとの胞子が小さ1j:ノリの業体にたれその先端か

らくす事れて.~!附h的払いわゆる車胞子をつくる(第 1 闘 1却。との車胞罰法畿

芽じ亡，ノリの幼体に注り，再び前と同じように単胞子をつくり， ノリの幼

体主殖やしていく。 9月から 11月にかけて，とのよう友繁殖法を繰り越した

後で，多に怠ると，成長したアサクサノリに怒り，やがて春にゑると有性生

殖を行って，果胞子を出L.自らは穴だらけの身体に怠って水中に流れ去る.

掠て，ノ Pの果胞子から愛育した糸nた体にできる胞子のととであるがと

れに似た胞千は糸般をした他の紅藻類にも，しばしばみられ，一般にとのよ

う左胞子は単胞子 (monospore)とよばれ，無性的にできるものとされている。

そとで従来， ノリの幼体からできる胞子を草胞子とよんでいたととも問題で

とれ等の貼に就ては，何れとの方面の研究者によってはっき，りされるととと

足、う。

〈北海道大高島:遵拳調l海報研究所〉
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